
1

巻頭言・CSR（企業の社会的責任）について思うこと

近年日本ではＣＳＲの重要性が盛んに取り上げられ、

企業はＣＳＲレポートを公開して企業イメージを高めようと

しています。 ＣＳＲとはcorporate social responsibilityの

日本語訳ですが、 この概念は今に始まったわけではな

く、 江戸時代の大店はＣＳＲを取り入れて商売を行って

いました。 しかし、 この概念は時代と共に変遷してきまし

た。 変遷した概念の主要な内容は、 企業のstakeholder

（利害関係者） すなわち責任を持つべき対象と責任の内

容です。 また米国や英国ではＳＲＩ （社会的責任投資）、

すなわち企業のＣＳＲと財務成績を投資家が自ら評価し

て投資先を選択する投資が増大しています。 このように

企業の評価を企業が公表する理念や情報および実際の

活動実績をＣＳＲという総合的な指標によって評価するこ

とが重視されるようになったということです。

現在、 日本では経済関連団体や政府機関のガイドラ

インとして、 CSR の利害関係者の定義が様々な形で考

えられています。 例えば、 顧客、 従業員、 オーナ （株

主）、 サプライヤ、 競争相手、 地域社会の６分類とする

ケースや、 市場、 環境、 人間、 社会の４分類とするケー

スがあります。 この特定化された対象と企業との関係が

責任ある状態かどうかを企業のCSRレポートとして公表し

ています。 その CSR レポートの内容は企業により様々

で、 善意から行われる内容ばかりでなく、 単に客寄せの

リップサービスである場合もあります。公表内容の真の意

味を評価することが我々一般市民に求められています。

　ＣＳＲのパフォーマンスとしては、 持続可能な発展、 企

業ガバナンスの充実、 コンプライアンス、 製品 ・ 情報 ・

サービスの顧客満足、 環境配慮、 従業員の幸福、 コミュ

ニケーションなどがあります。 これらのパフォーマンスの

記述は企業自身の公表した内容だけによるので、 企業

の総合的なＣＳＲレベルの高さを外部から評価するのは

非常に困難になります。 そのような評価を統一的に行え

るような規格化もＩＳＯ （国際標準化機構） で進められて

います。

　今日、大量の製品を無理やり供給して高利潤を求めて

事業拡大を行ったり、 マネーゲームで高収益を得たり、

堂々とＣＳＲレポートを公表しながら談合でトップがテレビ

で頭を下げたり、 大勢の外部企業の従業員を自社従業

員と見せかけて安く使用する、 等の状態を見るとき、 企

業と個人の同一性を強く感じます。 企業は個人と異なり

衆知を集める訳ですから、 より善い人格を持った集団と

思えるのですが、 大量のエネルギーを消費する製品や

大量のエネルギーを消費して製造する製品を多量に供

給する企業が、 真摯にＣＳＲのレベルアップに取組めば

より住み良い地球を維持できるのではないでしょうか。

　地球は最後には flora & fauna(動植物)も存在しない星

屑になる摂理に支配されているとは言え、 現在に生きる

人間は、 企業も個人も全地球 （動植物ばかりでなく無機

物の地球） に対する責任を持たなければならないと私は

考えます。
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平成18年度 八王子市EA21自治体イニシャティブプログラム
　　     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩渕　敏男

　平成１８年度八王子市自治体イニシャティブプログラム

が１０月１２日にスタートしました。

　八王子市は昨年度から自治体イニシャティブプログラ

ムに取組んでいますので、 ２回目の実施となります。

　このプログラムは、 地域事務局東京中央と八王子市

役所 （環境部環境政策課担当） が主催し市内の参加

希望事業者にエコアクション２１の構築指導を行い、 認

証取得を目指すものです。

　昨年度は２４社が参加し、 １０月末現在で６社が認証

　スケジュールは昨年度と同様で１０月の第１回説明会

以降来年の５月までに表に示した内容で計 5 回の説明

会と途中に情報交換会及び個別相談会を設定し、 参

加事業者が申請可能な段階になるまできめ細かく指導

とフォローを行っていきます。

取得という実績があり、 今年度は更なる発展をと期待

していましたが、 意に反して参加事業者は９社と少なく

残念でしたが、逆に少数精鋭できめ細かく対応すること

により全事業者が認証取得できるように指導が行える場

になったと捉え前向きに取組んでいきたいと思います。

 　今年度の参加事業者９社の業種は廃棄物･リサイクル

業４社、 製造業３社、 自動車販売･修理業１社、 造園業

１社という内訳で、 昨年度の廃棄物 ・ リサイクル業集中

から他業種分散化になっています。

　また、 今年度の指導担当者は全員ＭＥＣＣ会員であ

り、 全体の主幹事として稲田、 岩渕が担当し、 グルー

プ単位で指導を行うグループサポーターとして藤井、

川真田、 田坂、 上原、 水野の各氏が担当し指導に取

組んでいきます。

井の頭池の生態系を考える  外来魚釣りイベント

１． 実施目的と事業の内容

　井の頭池を澄んだ水で満たしたい―これは、 井の頭

恩賜公園を愛する人たち、 公園周辺に暮らす住民の

願いです。 そのためには、 地域住民の方々の理解と

協力が必要であるとの前提に立ち、 井の頭池の実情を

知っていただき、 井の頭池に関心を持っていただくこと

が大事だと考えています。 その一助として、 井の頭池

の生態系に実際に触れていただくことを目的としました。

　実施日時は、 7月29日 （土） 午前10時～午後4時、

場所は井の頭恩賜公園の井の頭池周辺および東京都

西部公園緑地事務所です。 主催は神田川ネットワーク

武蔵野エコクラブ、 共催は井の頭恩賜公園水質浄化

実行委員会でした。 内容は以下の通りです。

　　①井の頭池お茶ノ水付近及びひょうたん橋付近におけ

　　るブルーギル及びブラックバスを対象とした外来魚生態

　　調査 （午前 10 時～午後 1 時）

 　②魚拓づくり （午後 2 時～ 3 時 30 分）

　参加者は一般参加者が32名 （大人18名、 子ども14

名）、 神田川ネットワーク関係者 13 名、 東京吉祥寺ラ

イオンズクラブ関係者、 東京都関係者などでした。

２． 事業の成果

　ブルーギル462尾 （最大15センチ、 最小3センチ）、

ブラックバス12尾 （最大45センチ、 最小5.5センチ）、

合計 474 尾が釣りにより捕獲できました。 これら全釣果

を布2枚を使い、 魚拓にしました。 また次のような事業

の成果がありました。

①参加者全員が、 いかに井の頭池が外来魚に席捲さ

れているか、 いかに在来種が少なくなっているかに驚

き、井の頭池の生態系の大きな変化を十分に認識する

ことができました。

②参加者に限らず、通りがかりの一般通行人の方々

が強い関心を示し、 多くの質問や外来魚駆除活動

への励ましを受けました。 参加者同様、 通行人の

糸井　守

年　月 指導内容

第１回説明会 H18年10月 全体説明、環境負荷･取組の自己チェック

第２回説明会 H18年11月 法規制､実施体制､環境方針､目標､活動計画

第３回説明会 H18年12月 環境教育､コミュニケーション､緊急事態､評価･見直し

第４回説明会 H19年04月 環境活動レポート

第５回説明会 H19年05月 認証申請申込手続
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方々にも井の頭池の深刻な実態を認識して もらうことが

できました。

③参加者 （武蔵野市民） の中に、 今回の参加をきっ

かけに “よみがえれ井の頭池” の活動に積極的に関与

したいとの意思を示す方がおられました。

　一方、 行事直前にコイヘルペスが発生したことで、 参

加予定者からキャンセルがあり、 予定数を下回ったこと

は残念でした。

３． 今後に向けて

①これまで市民団体だけで行ってきた井の頭池の外来

魚調査でしたが、 今回、 都西部公園緑地事務所及び

東京吉祥寺ライオンズクラブのご理解とご協力を頂き、

無事行事を終えることができました。行政と企業や商店

街、 及び市民団体が共に協力し行う今回のような取組

みが、 一過性のものに終わらず、 今後とも継続した活

動形態の一歩にしたいものです。

②このイベントをきっかけにして井の頭池の外来魚駆除

に向け、 歩みを加速させていきたいものです。

③参加者の感想にもあったように、 生態系の変化、 外

来魚の脅威などについては、 聞いたり読んだりするだ

けではなく、 今回のように実際に現場で経験することに

よって身近なものとして感得できます。 様々な機会をと

らえて市民の参加を促していくことの必要性を感じました。

釣り：餌はミミズ。 最初は大人が夢中になって釣っていま

したが、 だんだん子どもも自分で餌をつけられる様にな

り、 1 箇所 1 時間 30 分の時間があっという間に経ってい

きます。

魚拓づくり ： 自分の釣った魚を全部並べます。 新聞紙

で水気を取り、 墨を表面に刷毛で塗っていきます。 この

上から白い布で押さえればできあがりです。

　　　　　　　～神田川の水源（井の頭池）から柳橋まで12枚～

東京『神田川』－西は井の頭池より東は隅田川までの約25.5km。

カレンダー『神田川水彩散歩』はこのたび第二弾を迎えました。

手書きの風景で＜東京余感溢れる川＞を感じていただければ

幸いです。

■カレンダー ・ 写真展

会期 ： 平成 18 年 11 月 16 日～ 12 月 15 日

会場 ： 吉祥寺南コミュニティセンター１階サロン

長谷川 清 〔画家〕 ・ 藤原 隆 〔写真家〕

主催 ： 神田川ネットワーク 武蔵野エコ ・ クラブ

後援 ： NPO 法人 MECC

協力 ： 吉祥寺南町コミュニティセンター

■カレンダー販売

１部価格（税込価格）1,200円

サイズ：B3（364mm × 515mm）

注文先：神田川ネットワークまで

　TEL:0422-45-0352　FAX:0422-45-0353

 

『よみがえれ神田川・井の頭池カレンダー・写真展』
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　町田市の植村國男です。 よろしくおねがいいた

します。 最近はＭＥＣＣの方々が町田市の方へも

ＥＡ２１の啓蒙に来ていただいている由です。町田

市も昨年からごみ有料化になりました。 私の出身

地は東京、 最初は食品工業、 私の一番の思い出

はブラジル出向の 4 年間、 次は産業廃棄物処理業

で環境計量士として長くなりました。 環境カウンセ

ラーとしては小学校の総合学習のお手伝いとか地域

の環境ＮＰＯのコーデイネートなどもしたいです。

新 会 員 紹 介

編集後記

発行回数も10回を超え、 広報誌のあり方についてご意見もいただいております。 来年度からでも一工夫できればと思います(K.I)。

環境関係の活動に関わる機会が増え、 一般の方を含め様々な方と話し合ったりすることは楽しく、 世界が広がる感がします。 MECC便り

を通して環境の話題提供をすることも一つのコミュニケーション。今後は自然や四季の変化、動植物の話題も載せていきたいと思います。話

題提供お待ちしています。(Y.N)

◆　絵のテーマ ： 環境に優しい社会

◆ 部門 ： 小学生の部 ・ 一般の部 （高校生以上）

◆ 応募規定

　 ・ 大きさ ： 四つ切り画用紙 （542mm × 382mm） 縦長

　 ・ 画材 ： 自由 （ただし立体物は使わないでください）

　 ・ 文字 ： 作品中に文字は入れないでください。

◆ 必要事項 ： 応募票に必要事項を記入し、 作品の

   裏に貼ってください。

＊応募票はホームページからダウンロードできます

（http://www.env.go.jp/guide/kobo.html）

◆ 締切 ： 平成 19 年 1 月 31 （水） 当日消印有効

◆ 作品の送付先 ： （財） 日本環境協会　環境白

書表紙絵 係

〒 106-0041 東京都港区麻布台 1-11-9

ダヴィンチ神谷町 2F　TEL:03-5114-1251

◆ 主催 ： 環境省／事務局 ： （財） 日本環境協会

お 知 ら せ 平成19年版　環境白書表紙絵コンクール

コスタリカのエコアクション２１報告

ＪＩＣＡのシニア海外ボランティア （以下ＳＶと略称） と

して、 中米コスタリカ共和国へ派遣され、 ２年間の予

定で、 国立コスタリカ工科大を拠点に、 コスタリカ版エ

コアクション２１の構築に取り組んでいます。 赴任後約

６ヶ月間の進捗概要を報告します。

当初は、 意思の疎通、 仕事の進め方に戸惑う日々

でしたが、 定例会議の開催と議事録の作成、 毎回の

進捗状況の確認等を習慣づけるようにして、どうやら軌

道にのってきました。

コスタリカでの活動名称が 「Ｅｃｏａｃｃｉｏｎ」 に決定し、

ロゴマークと併せて近く商標登録の予定です。

パイロット企業として、 ２社に参加が決定し、 環境負

荷の把握、 環境への自己チェックを準備中です。

環境関連法規等の取りまとめについては、パイロッ

ト企業の具体的事例をベースに環境関連法規及び

その他要求事項の整理を進めていく予定です。

「エコアクション２１ハンドブック （2006 年版）」 のスペ

イン語版の作成を検討中ですが、 まだ予算の見通しが

立っておりません。

コスタリカで活動しているＳＶは、 全部で１１名 （１１月

末現在） います。 その中で民間企業関連の指導をして

おられる方の話を聞くと、 データ収集と情報公開が困

難とのことで、 エコアクションの場合も環境活動レポート

の作成と公表に工夫が必要になりそうです。

引き続き、環境省と(財)地球環境戦略研究機関持続

性センター （ＩＧＥＳーＣｆｓ） エコアクション２１中央事務

局の御指導と御支援をいただきつつ進めていきますが、

ＭＥＣＣの皆様の忌憚のない御意見をいただければ幸

いです。 よろしくお願い申し上げます。

 門司　和夫


